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恒藤暁先生，岡本禎晃先生の執

筆による待望の新版が上梓され

た．

本書は，言うまでもなく，わが

国の緩和医療の第一人者である医

師の恒藤先生と，緩和薬物療法認

定薬剤師の第一号である岡本先生

の共著である．私は日ごろから，

医学と薬学は薬物治療における車

の両輪と思っている．このお二人

の息の合った合作は，永遠の名車

のような輝きを放っている．


��a 年の初版本を私はグリー

ンブックと呼び，座右の書として

愛用してきた．このたび，装丁を

オレンジに変えて登場したので，

今度はオレンジブックと呼称を変

更しようと思う．

白衣のポケットにいつも忍ばせ

ておけば，緩和医療の現場で患者

の症状マネジメントを行う際に，

専門知識と安心感を与え続けてく

れる，緩和ケア領域のベストセ

ラー書である．

今回の改訂版を手に取って気付

いたことを，以下に列記してみた

い．

・がんの症状マネジメントと緩和

ケア薬剤情報が有機的にまとめら

れたクイックリファレンスであ

り，とても使い勝手がよい．

・裏表紙を � 枚めくったところ

に，Ⅳ章「症状マネジメントの概

説」とⅤ章「エッセンシャルド

ラッグ」の一覧が掲載され，より

すばやく目的の項目にたどりつけ

るようになった．

・がん症状のマネジメントに必須

の薬剤情報および薬剤学的特徴

が，最新かつ一層充実した内容に

変更されている．

・疼痛，倦怠感，悪心・嘔吐な

ど，�a 症状の概念・アセスメン

ト・マネジメントとケアなどの情

報が簡潔に記されているが，これ

らは初版の内容より大幅に改訂さ

れている．

・�� 薬剤(アゾセミド・クエチア

ピン・セレコキシブ・デュロキセ

チン・トラマドール・ドンペリド

ン・フェンタニル経皮吸収型製剤

(� 日貼付型)・プレガバリン・ミ

ルタザピン・リドカイン)の解説

が新たに追加された．

・情報量が増えているにもかかわ

らず不思議なくらいコンパクトサ

イズで，しかも必要な情報を見つ

けやすいレイアウトになってい

る．

・ポイントがより明確になった．

例えば，フェンタニル経皮吸収型

製剤の �日貼付型製剤と �日貼付

型製剤の換算などは実に覚えやす

く記載されている．デュロテップ

MTパッチの含有量(
.� mg)の下

� 桁の数字がフェントステープに

おける含有量(� mg)であること

や，デュロテップ MT パッチの

含有量の 
�% がワンデュロパッ

チの含有量(
.� mg×
�%＝�.a


mg)であることなどは，とてもわ

かりやすい．

著者のお二人は，症状マネジメ

ントが緩和ケアの出発点というコ

ンセプトのもと，症状マネジメン

トの必須薬が本書に収載されてい

るエッセンシャルドラッグであ

り，これを習得することが緩和ケ

ア実践の近道であると述べてい

る．

緩和医療に携わる医師・薬剤

師・看護師はもちろんのこと，こ

れから緩和ケアにかかわる医学

生，薬学生，看護学生にも，臨床

で必携の一冊としてお薦めした

い．
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